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群馬県前橋市は、関東平野の北捌こ、見事な裾野をひいてそびえる亦城山の  

南側を市域とし、坂東太郎で知られる利根川が貫流する豊かな水に潤され、自  

然の風光、四季おりおりの変化に恵まれた山紫水明の県都であります。   

古くから北関東の交通の要術として栄え、律令時代の宵道としての東l1▼l通が  

京の都と本州【t－火部、北関東、奥羽地方を結ぶ道として当追跡の北1．5l川l松を  

通っていたとされています。   

現在は、高速交通時代を迎え、都市問を結ぷ交通網の整備が進められていま  

す。本県も高速道路の開通により首都圏や各地プニ欄柿との紡びつきが広がり、  

産業・文化をはじめ、多方面に交流が見られます。北関東自動車道も関越自軌  

車道との合流を目的に大系化した道路網の一端を担うものです。   

上記建設地域は群馬県内でも有数の埋蔵文化財包蔵地域にあり、建設によっ  

て追跡の保存が困難なため、工事に先立って新井大川関ⅠⅠ追跡・萩原III追跡の  

調査を行いました。   

調査では、古墳・平安時代・近世の溝各1条や伐問L川時下軽石（1108年）唯  

机層下より水什Iの耕土両や畦畔、人や鵬の雌跡などを検Jl二けることができまし  

た。調査職囲が限られているため、完全な水川区画の検出には至りませんでし  

たが、今後の発掘調査において条里制にかかわる水川域の一資料となれば幸い  

です。   

この調査報告書を刊行するにあたり、関係機関の方々、地元の方々の御理解  

と御協力を得たことに対し深甚なる感謝を小し上げます。  

平成10年3月25日  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団 長 中 西 誠 一   
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l本報告書は、哨戒9年度北関東自動弾道側道退路改良事業に伴う新井大川関ⅠⅠ追跡・萩原1Il追跡発掘調査報   

告書である。   

2 遺跡の所在地  
ぐんまけ人まえはししあらいよら   

新井大刑関ⅠⅠ追跡…群蝿県前橋市新川町171－1番地外  

ぐ人まけんよえはししにのムや   

萩 原IIl遺 跡‥・群馬現前橋市二之宮町2157－1番地外  

3 発掘調査は、前捕縛埋蔵文化財発掘調戸村、｝＝剛葺 小西誠一・）の指導のもとに、スナガ喋堀1帰封朱式会社（代   

表取締役 須永拍弘）が実施した。調査山当および調査期間は以下のとおりである。  

新井大田閻1Ⅰ追跡 担当者 井野誠一・宮内 毅（前橋fl潤職文化財発掘調査団）  

荻野博ヒ（スナガ環境測設株式会祉）  

調香期間 平成9年12J二Jl日～平成10咋2J三Jl（；日  

並理期間 平成l（）年2J‡1171二1～平成10咋3月25【三l  

萩原III遺跡  担当者 井野誠一・宮内 毅（前橋砧理蕨文化財発掘調査団）  

萩野博巳（スナガ環境測設灘式会祉）  

調査・整理期間 平成川咋3月18口～平成1的ミ：り三ほ5【三I   

‘l調査面積 新井大‖関ⅠⅠ追跡・‥81∠1Il17、萩〃封tI追跡…600Ilf   

5 出土遣物は前桶川教育委員会が保管する。  

6 測最・調査計画 須永眞弘、調査担当…秋野博巳、調香助言…新保－・美、測量・実測…板垣宏・勝田貞幸・   

佐々木智恵子、写共振影…荻野博巳、安全管理（重機オペレータート‥都丸保男、作業郎務…柴崎信江が担   

当した。   

7 本書は、調査団の指導のもと、スナガ堺境測設株式会社が作成に当たり、原稿執筆を荻野博U、編集・校正   

…須永眞弘・金子正人・新保一美、某測図の生理他…板垣宏・勝川貞幸、遺物実測…佐々木智恵子、遺物洗   

浄・注記・接合…須永豊・柴崎信江、文帝の清書・‥勝田貞宰、l坪野姉務…須永豊・柴崎仁沼：が担当した。  

8 発掘調査に参加ルた方々（順不同）   

石川サワ子l勺Il此美子 山崎軌治  軸Il三郎  青木もと代 三俣光江  後藤初治  関根時太   

桑島英彰  一川Il住一  都丸藤子  内‖貞雄  中野約71ア  イI川博子  石川みよ千 今井つる   

狩野宮子  ′ト林ひろ  斉藤ミヨ了」持一万桁あき子 根井よし二r 後藤きく汀  

凡  例   

1追跡の賂称は次のとおりである。新井大川閃ⅠⅠ遺跡…9E37、萩肘II追跡‥・9E41である。  

2 遺構名・略称 溝跡…Ⅵr、その他の遺構…X 

3 実測図の縮尺 追跡平面図1／25n、水‖Jll：け10，1／80、浦跡り‘川，1／00、その他の遺構1／J川，1／鮒、造物り3  

‘l挿入図は、固二卜地理院発行の2万5寸・分の1「前橋」を使用した。  

5 各遺跡の位置の基準は、同士地理院三角点及び水準点を照合済。   

新井大L川対‖追跡 基準点 A－0 地点 第IX系座標値 Ⅹ 38！）（州．り（）（）＝ Y－59160．OU仇11  

水準点 BれノⅠ．76．5（）（）Ill等高線5cIllグリッドーIIllI抑隔   



萩 原 ‖ 逝 跡 基準点Ⅰトn 地点 第IX系座標値 X：棚80．000111Y－59‘1甜．000111  

水準点IiM．76．200111等高線5cm グリット1tll間隔  

6 土層断耐の二1二色名及び土器類の也調名は『新版標準土色帖』（農林省農林水産技術会講耕務局 監修 財団   

法人l］本色彩研究所色崇監修）による。   

7 土層注記及び本文中にはAs：浅潮目lの略号を使用した。   

8 断面図の他山部分に斜線を使川した。  

9 水田の面梢は、平而図による座標両親計雲割こより算出した。  

目  次  

序   

例   

凡   

目  

【二1  

例  

次   

l 調査に至る経緯  

ⅠⅠ遺跡の位i捏と歴史的環境  

1．遺跡の立地   

2．歴史的環境  

III調査の経過  

l．調査力劉  

2．調査経過  

11r 層  

Ⅴ 新井大川関11追跡  

1．概  観   

2．i！√墳l時代  

1号溝  

3．平安時代  

（2）As一片層下の水川耕作二卜  

‘l．近  

1rl   

1．概  観  

2．As－Ii軽石下水田址  

（1）水川の地形  

（2）畦畔と水川区画  

（3）水川而の状況  

（4）水 II  



l－11ま と め  

挿  図  

第9図 2・3号浦平面・断面図…………………… 14  第1図 周辺追跡図  

第2図 新井大l川村ⅠⅠ追跡・萩原‖追跡位閻訃…‥2  第10図 萩原Ill追跡平面図  

3  第11岡 l～l〔い13号水田実測図…………………… 23  第3図 発掘調査経過図  

第4図 基本土層断面図  ∠1 第12図11～1：i号水H実測図  

第5図 新井大Il順川遺跡平耐図…………………… 9  第13図 調剤亘西側平面図、X－2川二卜  

11  遺物尖測図  第6図 低地部平耐・断面図   

第7図 1号粥平面・断面図  13  節‖図 X－1・X－2、水田からロームヘの  

節8図 D－16グリッド内出土遺物実測図………… 13  移行部断面実測図  

写真図版   

く新井大田関II追跡〉   

図版1 調査区全嶺、調査前現況、As－1与瞭イ7J†l瀾状況、圃場盤備J二郎の機械痕、As－1月掛目層精査後耕土面   

図版2 低地部全景、低地都南壁セクション、偶の踏跡、人の足跡、耕土面遺物出土状況、1l7－1全寮、1V－1迫  

物出土状況、1V－2全景   

図版31lr－3全景、追捕確認トレンチ全景・同遺物川土状況・同湧水状況、調査区積雪状況、作業風景、As－B  

下耕土面川二L迫物、＼Ⅴ－1出土通年勿、I）－16グリッド内出二1二遺物   

く萩原ⅠIl遺跡〉   

図版4 調査区全景、調査前現況、基本二1州陳壁側、As－B軽石下水Il抽．：全景   

図版5 人の足跡、鵬の蹄跡痕、水m両道物出二卜状況、畦畔検出状況セクション、古い畦畔と旭われる痕跡、作  

業風景、水‖域とローム域の移行墳セクション   

図版6 X－1・2備囲全景、Ⅹ－2遺物と1性状況、X－1完掘状況、X－2完掘状況、遺構確認トレンナ全景X－1・  

2出土遣物  

表   

周辺遺跡一覧表  水田址計測衷  

新井大田関ⅠⅠ追跡山」二道物観察表・‥……‥・‥………●・8  萩原11I遺跡山二l二道物観察表   



l：25，000 前 橋   
C  ～○つ  〔lか⊃  ！て¢T  

第l図 川辺遺跡図  

川辺追跡一覧表   



Ⅰ 調査に至る経緯  

北関東自動車道側道道路改良事業の実施に伴い、北関東自動車道対策室より埋蔵文化財についての照会があり  

前橋巾教育委員会文化財保護課では協議・検討を行った。その結果、今l叫実施する側道調査部分が、平成8～9  

年にかけて群馬県埋蔵文化財調査事業団（本線）や前橋市埋蔵文化財発掘調査団（側道）が実施した調査区に隣  

接していることや、遺構が検出されていることなどを踏まえて、当局と協議のうえ、上記側迫川他の発掘調査を  

実施し、記録保存をすることになった。   

発掘調査は工郎工松の関係上から、前橋市棚蔵文化財発掘調査日lの直営事業として行うことが困難と判断され  

たため、民間調査機関（スナガ環境測設株式会社）への委託により実施することとし、前橋市埋蔵文化財発掘調  

査団と民間調査機関及び北関東自動車道対策室の三者での委託契約を締結し、発掘調査を行うこととした。  

ⅠⅠ遺跡の位置と歴史的現境   

l．遺跡の立地   

新井大日関ⅠⅠ追跡・萩原111追跡は、前橋印の小心市街地より南東ブイ向に、11kl11程の神沢川ホ樺側の台地に位置  

し、川を挟んで南東方l句は伊勢崎市と境をなす。北には県中東部に位iF＝ノ、広大な裾野を広げる那須火山帯の南  

端に位置する複合成層火山、赤城山があり輌追跡はその両虎裾野にあたる。また南苑地形の詳細を見ると、中腹  

付近（標高500111前後）で丘陵性台地へ変換が見られ、末端地域（轢高100～200m）にかけて低台地化している。  

低台地は、山就から流出する中小河川や小支流、湧水などによって開析され複雑な沖積地（谷地形）が形成され  

ている。また基盤層は赤城山起源の泥流屑でローム層を原形面とする台地（洪積台地）とロームの二次堆積層で  

ある砂壌土性の微和地と沖積他に分けられる。盲－t古道跡共に荒砥Jlは神駅川に挟まれた舌状台地の巾問程で神沢川  

の右岸縁辺部より約200～400tll程内側に入った自然堤防状の微高地縁辺部やローム台地に位置し、標高76．   

00～76．50111樫で東側は沖横地が神沢川まで広がり、水田耕作地となっている。また南側の11J錐末端は荒砥川と神   

沢川が合流し、l朋り松川の氾濫源と接している。  

2．歴史的環境  

本道跡の所在する前橋市新井町・二之宵Itけは、旧荒敵村の南側に該当する地域にある。遺跡の北には二之宮町   

の赤城神社があり、ここは平安時代に国内の帥祉の格式を表した「－・宵」・「二宮」・「三宮」の「二宮」が所在す   

る土地であり、現在は宮城村の三夜沢赤城神社の里宮とされている。渡た国道50号線沿いには、東山道（東山追   

駅路）が東西に走るとされ、坂本駅（松州川町）・野後駅（安中市）・群蟻駅（前橋市元総社）・佐位駅（伊勢崎市）・  

新田駅（新田町）の五駅が存在していたことが1（）世紀前半福第の「延音式」に記されおり、本県の通過ルートと   

されている。  

近年は、上武同道建設や同道50号線など、大規模なインフラストラクチャー（社会基盤並備）が進められてい  

る。北開束自動車道建設工事も調査対象となり、先行して埋蔵文化財発掘調査が進められている。  

ここで周辺の追跡を概観すると、上武l司道祉設に先立って行われた調査では、旧石器時代に今井道上・道下追   

跡（3）があり、前端製作跡が検出されている。また純文時代では、赤城11lの11l休崩壊土砂堆招からなる微高地   

上の砂壌土の下層からは、問層を挟んで三面の迫物包含屑が確認された飯土井二本松遺跡（16）があり、早期・  

前州・中期前半の二卜器が出土している。また弘一墳時代から平安時代にかけての農耕集落が見られる二之宮谷地道  

－1－   



跡（6）、二之宮洗摘遇跡（7）などわ地上に化居址群、低地に水IlりIl：が検川されている。さらに小世の館跡とし  

ては、薬研胴の溝でl掴まれた一辺が1（仙11四方の主部部が検川された二之宵宮下西追跡（11）などがあり、Il廿潮   

時代から中世に歪るまで追跡が連綿と続いている。また南方の荒鶴川と帥沢川に挟まれた舌状台地においては、  

縄文時代から弥盤・古墳・奈良・平射I封ぺまで備広く点在している。三iミな追跡には、糾文時代中期後半の住居址  

が検出された荒胱前原追跡（23）があり、加I曽利E3式土器を検川している。弥生時代では竜見町式併行期の住  

居址検出の荒献高頂追跡（12）や荒砥宮Jlt追跡（9）などがある。また古墳、奈良・平安時代I＝iミ居址や平安時代  

水田址も検州されており、弥生時代後期から継続する伝統班落と揖われる。また荒舐川左枠の微高地上には大型   

の前方後lリ椚で5世紀後半に作られた今外川咽：了1r墳トl）や．11川l純綿沿いには、同じく前方後円墳のお富士山   

古墳（2‘1）など大理の了！f墳も見られる。さらに神沢川を挟んだ両J招こは、中世の屋敷跡の岡損敷跡（22）や城跡   

では赤石城跡（2tl）や城山城跡（1！））など追跡の年代も幅広く見られる。  

また南方はIl】利根の川跡と思われ、その∠Ⅰり羊一帯は古くから水什川I：が広がる地域と規われる。本道跡も水川域  

の一つであり、二之宮千足追跡川）や宮川左岸にある荒航晶瞞出跡、荒砥宮川追跡など根落に面した沖積地に  

は平安時代の水川JII：が多く検出されている。さらに挑木川と荒㈲釧lに挟まれた広瀬川低地批卜には、818年の地揖   

に起因すると根われる洪水層で桝渡ったり世紀の水田址が小原追跡椰（5）で広範囲に検州されている。  

二‾七〆珊⇒  

「‾‾‾‾し一‾  

l ■      ●  

．＿▼＿＿∴一 汁‾丁  

1
－
－
－
－
－
■
－
i
一
 
 

P、新井大田関n追跡  

∈≡コ■「     l  

J→＿一一一一一一・二  

束自動姫道  

h
「
－
J
－
1
－
1
日
h
 
 
 

l：500り  
l仁一）  l∈O  IOう  l00  

＼ マ～  

新井大‖関ⅠⅠ追跡・萩原‖追跡位置図  

－ 2 －   

第21ざl  



ⅠⅠⅠ調査の経過   

1．調査方針   

調査区の設定は、 公共座標に基づき、栄西方向に延びる緯線に直交する経線を算用数字で、南北方向に延びる  

経線に直交する緯線をアルファベットで付称して、∠1111毎にグリッドを設定した。グリッドの呼称は北西杭の名  

称を使用した。また水準は公共水準点に基づき調査区内に測設した。図面作成は1／20、l／40、1／100、1／200の縮  

尺を使用し、平板・造形による細部測量で作図を行なった。遺物は遺構・グリッド単位で層位執・こ収納し、遺物  

分布平面図・遺物台帳に記載し、付番処理して収納した。また遺構・遺物等の写真撮影（白黒・リバーサルフィ  

ルム）も行った。  

2．調査経過   

新井大田関ⅠⅠ追跡は、平成9年12月1日より資材・重機類の搬入、休憩所・仮設トイレの設置を行い、重機に  

よる表土掘削と並行して遺構確認両の精査を開始した。調査区内より古墳時代の満1条と平安時代の浦や水田耕  

土而、近世の満も検出した。その後、サブトレンチによる下層の遺構稀認調査も行った。また掘削土の置き場へ  

の運搬に際して、北開東通本線工事作業等で通行や安全面に問題が生じたため、調査団の了解を得て調査区東側  

の谷地、水路部分に仮設の橋を設置して、掘削土の運搬や重機及び作業員の通行に使用した。さらに調李区全体  

に安全対策用のフェンスを張り、問いをして調香を行った。  

萩原111遺跡は、平成10年3月18日より資材・重機類の搬入、休憩所・仮設トイレの設置及び調査範囲の設定を  

行い、束側から重機で表土掘削を開始しそれと並行して遺構確認面の精査を開始した。調査区内より平安時代の  

水田址13而と古墳時代の遺物を伴った範囲2か所を検出した。その後サブトレンチを両壁際に入れて、下層の遺   

構確認調査も行った。また大型重機が表土掘削時や置き場への残土運搬の際、道路横断を余儀なくされたため、  

串の通行や歩行者などに細心の注意を払い通行した。さらに調査区周囲に安全対策用のフェンスを張った。  

第3図  発掘調査経過図  

遺 跡 名   1997年12月   1998年1月   2  月  3  月   

新井大円関ⅠⅠ遺跡  

萩 原11一 遇 跡   

同 乗土掘削・プラン確認  円 通柄精査・測量  仁 仕上げ・写真投影・埋戻し  

－ 3 －   



Ⅳ 層  序  

新井大Ⅲ関ⅠⅠ遺跡・荻原＝追跡は地形・地質上、赤城火山斜面と呼ぶ地形にあり、第四紀洪積世に活動を始め  

たと考えられている赤城山の火山砕屑物・砕層岩が斜面の主な構成要素である。この火山斜面上は多数の中小河  

川が南下していて、その河川による開折によって舌状台地を発達させる。本追跡も神沢川と宮川・荒砥川などで  

形成される舌状台地の先端部分に位閏し、その他表面は下部ローム以上をのせた眺梢台地の原形而とロームの二  

次堆積である砂壌土性の微商地のほかは、ilい横地に分類される。なお新井大川関Il追跡内の層序は低地部に入れ  

たサブトレンチ部分の土屑断耐（節6図参照）、萩原ⅠⅠⅠ追跡は調査区東側に入れた探掘りの土層断面（第12図参照）  

を採用した。  

〈新井大田関ⅠⅠ追跡〉  

Ⅰ 灰褐色土層  

ⅠⅠにぷい褐色土層  

III褐灰色土層  

11r 灰褐色土屑  

＼Jにぷい褐色土層  

Ⅵ 灰褐色土屑  

Irllにぷい褐色土屑  

川 灰黄褐色土層  

ⅠⅩ As－B軽石屑  

X 黒色粘質土層  

刃 褐灰色粘質土層  

Ⅲ 褐色粘質土層  

Ⅷ As－C軽石屑  

】Ⅳ 黒色粘質士層  

Ⅳ 黒色粘質土偶  

〈萩原ⅠⅠⅠ遺跡〉  

現耕作土  

机性なく締まりあり 軽石粒を含む  

粘性ややあり締まりあり 軽石粒を含む  

机性・締まりあり 白色軽石粒をわずかに含む  

粘性・締まりあり 白色軽石粒を含む  

粘乍l三ややあり締まりあり 白色軽石粒と微妙を  

含む  

粘性ややあり締まりあり 白色軽石粒と明黄褐  

色砂層を含む  

邪鮎ややあり締まりありAs－B軽石と明費褐色  

砂屑を含む  

上Ji引こAs－Ⅰう灰層をブロック状に含む  

水‖耕土屑  

粘性・締まりあり 白色軽石を含む  

粘性・締まりあり As－B軽石を含む  

樺色の柄物斑紋が入る  

77．20m  

76．20m  

77．00m  
灰褐色土層  

灰褐色土屑  

灰褐色土層  

現耕作土  

粘性・締まりややあり 軽石粒を含む  

粘性なく締まりややあり 軽石粒と納砂を含む  

I
 
H
‖
 
Ⅳ
V
Ⅵ
川
川
川
 
Ⅸ
Ⅹ
 
刀
 
Ⅶ
仙
 
Ⅷ
m
㍍
 
Ⅳ
 
 

にぷい褐色土層  

にぷい褐色砂質」二周  

明褐色砂屑 鉄分の凝縮が見られ懐化を帯びる  

褐灰色砂質土層  

As－B軽石層 As－1i灰屑をブロック状に含む  

巣色粘質土層 白色軽才三i粒をわずかに含む（水田層）  

褐灰色粘質土屑l三I色軽石粒をわずかに含む  

灰褐色粘質ニト層 白色軽ホ粒をわずかに含む  

にぷい褐色粘質土偶 As－C蛭石松をわずかに含む  

にぷい褐色粘賢二I二層 ロームとAs－C軽t了をわずかに含む  

灰褐色粘質土層 ロームを所々に含む 酸化痕あり  

灰褐色粘質土層 酸化痕あり  

76．00m  

第一＝到 基本土層断面図   
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新井大田問ⅠⅠ遺跡   



Ⅴ   新井大田閻ⅠⅠ遺跡   

1．概  観  

1！J墳時代の溝1条、平安時代の水‖桝土面とその耐に柄1条、動物・人の足跡、低地部、近世の弼l条が検ili  

された。遺物は、ホ墳時代の洞や5ド射I射℃の耕土面、遺構確認サブトレンナ、その他－・折も含め、総数59点が検  

出された。なお、水‖耕土面とJ弘j）れる土層面からは、畦畔などの検川はなかった。  

2．古墳時代  

1号溝（第5・7怪I、図版2）  

位 置 調査区のIII火やや東寄り   

規 模 確認長9．5日・上幅15（）～2（）（I川l・下晰60～100c川l・深さ17～23川を測る。  

備 考 遺構確認サブトレンナにより検‡1ルた。北から南に勾配を持ち、底面には水が流れた痕跡を示す砂の耶  

研が見られた。また二仁J輔晰而を見ると東側の半分以上が埋没した状況が見られ、西㈹には新たに堆積し  

た2ncm程の砂屑が碓認され、時期をかえて†則Iほオtていた可能性が考えられる。   

遺 物 流れ込みの二川相川・を7瓜裾1iした。  

3．平安時代   

（1）2号満（第5・ミ）図、l酬版2）   

位 置 調査区L‡1火やや東寄り   

規 模 確認長9．‘1m・上佃制1～70川l・下晰15～30即l・探さ5～6cmを測る。  

備 考 As－Ⅰう軽石桐の堆机下の水‖耕土師こ倹班した。規模は小さく耕土面に経み程度の深さで、北から南方向  

へ伸び、中央部分はカクランにより不明である。また東側には低地削があり、さらに下面には1！手墳時代  

の洞も検出され、拉椚もばば同じ所にあたる。   

遺 物 検出されなかった。  

（2）As－B屑下の水11I耕土  

調査区の中央付近より東側にかけて、As一陣匪石層（厚さ3～10cm）が椎耕し、その下耐こ班色上層の水田耕土   

層を検出した。耕土J捌ま、帰さ6～15c川l梓で低地部はやや厚い。この面は東側で廿紘堤防状の二卜屑而でなくなり   

西側は、にぷい爵褐也砂屑（眺水椎椚桐）が椎耕する付近でなくなる。また一部は圃場脆備工射でAs－1i軽石層や   

その下の黒色土屑が削り取られていた。この耕土面には、中火やや東谷りに供他部があり、範州は北壁側で約11．   

511l、南壁で約22Illを測る。標高は、低地部と台地部では75．80～76．3t）mで、5（）c‖の比高光があり、桝二卜両全体で   

は平らな面が少ない。また低地部は、北から何方向に向かって広がりを持ち、この部分や縁辺部にかけて楕円状  

の鍾みが集lいして検出された。鉦みの晰は大きいもので14～15c川、小さいもので9～10cmを測り、深さは3～9  

c111柑のものが検出された。大きい揮みは、形状から見て馬の肺跡と思われるが小さいものは不明である。さらに   

東側の縁辺部にかけて人の足跡が検出された。足跡の径は、大きいもので23～2‘1ぐm、小さいもので19～2眈nl程で、   

歩行方向も西から東、北西から南東ノJl√りなどが確認できた。また浦l条も西側の縁辺部に検川され、低地部に追   

捕の集中が見られるが、この桝二1二面には水川に付随する畦畔の検出はなく、地形も自然堤防状の台地部と低地部   

を利用した所に桝二1舟雪がある状態で、水川耕作に必要な平らな面が少ない。－す‾なわち水‖耕作に適する二卜層であ  

ー 7 －   



るが水旧として利用されたのか問題が残る。遺物は流れ込みの須恵鴇、」二師器片が15点検～．暮．はれた。  

新井大田関II逝跡出土逝物観察表  諾lミ：法嵐①l：】径◎底径③鰯高を00で衷し、（）は残存偽は推定朋を示す。  

J  出」二位置  墨形（礫）  法  掃   ①胎土②焼成③色調④班存   据 形・製 作 技 法 の 特 徴   

平底の底部から中位に段差をもって外反し小さく内腎・才一るlコ  
D－16グ  ①（12．0）（診  

坪（土師）  今寺部。外面底部へラ削り後ナデ、膵郡へラ削り後ナデ。内所ナ  
リッド  （9．巾（診2．3   

デ休部I勺i椚旨頭圧痕。   

4．近  世   

3号満（第5・9図、図版3）  

位 置 調査区の西側   

規 模 確認J葺7．8m・上幅70～160cIl】・‾F幅30～70cl11・深さ10～31即1を測る。  

備 考 断面にはAs－B駿石層の堆積は見られないが、他の土屑と比較してAs－B軽石層の堆横面より上面の耕土  

面からの掘り込みと思われ、下層は水性ローム層まで掘り込んでいる。勾配は南から北方向へ見られ、  

南壁側は削平され、範囲がはっきりしない。   

遺 物 検出されなかった。  

ー 8 －   
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恍他部 二川川三訳  

1伏椙色二l：椚 芳且桝作土  

2 にぷい栂也二l爛 帥性なく・締まりあり 柁才了粒を含む  
3 補伏色二1州 粘性ややあり・締まりあり 蛇ti拉¢1～3  

nれを含む  

jil伏褐色土M J＝再より白色軽｛f粒を多く含む  
4 灰褐色二1二屑 粘1■い締まりあリl：他種イほわずかに含む  

5 にぷい吊色二l二屑 相性・締まりあり 白色軽イiを含む  

6 伏掲也二l：㍍ 粘性・締まりありl；I色捏れ拉と微妙を含む  
7 にぷい‡ぢ也二l：屑 枯性ややあり・締まりありl二l色軽石拉  

と明黄褐色砂屑を含む  
8 伏黄褐色七屑 抑托ややあり・締まりありAs・li軽石と明  

輩褐色砂層を含む  
9哺赤椚色紗屑 As－Ii軽石を含み酸化を榊びる  
10 As・li陳情  
11∧s・Il頼′細子  

l／40  2m  

附仰i・断面図   
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0  1／40  

1号溝 二l二屑注記  

1晴褐色：l二屑 粘性・締まりあり 白色軒イニi¢l～3mを含む  

2 灰褐也砂椚 5托n稼の白色飯石を含む  
3 灰掲也こ1二椚 糾砂と軽石粒を含む  

一1哨側也粘賢二1：屑  

5 灰褐色緻砂桐  
6 灰褐色粘賢二1：屑  
7 灰褐色抄椚  

′ ′ 

′ 

′ 

′ 

′ 

．8  

0  1／80  4m  

第7図1号粥平面・断面図  

1／さ     10cm   

第8図Ⅰ）－16グリッド内出土遺物実測図  
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サブトレンチ  

土 76．50m  A’  

物  

j＿ 76．80m  

空＿ 76．50m  旦● 76．70m  

2号満 土層注記  
1 As・B軽石層 わずかにAs・B灰ブロックを含む  

3号酒 土層注記  
1灰褐色土屑 粘性・締まりあり 軽石¢1～3托mを含む  
2 暗褐色土層 掛性ややあり・締まりあり 白色、黄色軽石粒を含む  
3 暗褐色土層 粘性・締まりあり 白色軽石とにぷい黄橙色土層を含む  
3a 暗褐色土層 粘性なく・締まりあり 白色軽石¢1～3mmを含み戯橙色  

砂田二Ⅰ：層を含む  

第9図 2・3号渾平而・断面図  

－1‘1－   
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萩   遺  跡   ⅠⅠⅠ  



Vl萩原11Ⅰ追跡   

1．概  観   

調査区の東側部分的7（）％の測合を占めて、As－B軽石下で平安時代の水川批を検出している。水川は2～G川松  

の高まりを持つ畦畔で区画され、13耐を検目した。この巾＝こは馬蹄跡や人の足跡と思われる種みが検出された。  

また水‖面からは小破片ではあるが須恵淵、二L師器片を6点検州している。残る西側部分約3（）％の調番地は約50  

cmの桝作土下がロームJi引こなっている。その而の西側寄りに焼士分布範囲（X－1）と退物分布範囲（X－2）が  

見られた。そこからはホ墳時代後期と思われる小型の碧片などが検出されたが、後世のカタランが入り、遺構検  

出には至らなかった。最後に下面の遺構碓認のため調査区繭壁側にサブトレンナを入れて調査を行ったが、追捕  

は検川されなかった。  

2．As－B軽石下水田址（第10・11・12図、図版4・5）   

調査区の中央付近から東側にかけて八s－1i軽石の堆税5～10cmの厚さで検拍され、その南下より水田址が検Jli   

された。   

（1）水肘の地形  

A5～C3グリッド・A12～C16グリッドにかけて水‖址が部分的な検出も含めて13耐検出された。・I号水‖  

の標高76．（）5I11を最高点に、1号水mの標高75．95111を最低点としての比高差を利用した水川と思われ、∠1号～1  

号水‖へかけて勾配が見られる。   

（2）畦岬と水田区画  

畦畔は部分的に検出したものも含めて大きく分けると〔）本検出した∴〃向は、東西方向でN－450～72；－W簡囲  

で、南北ノブ向はN－200～3！）○－Eの範囲が比られ、座標軸の束一西、南一北とは走行がずれている。規模は、上端  

幅17～67cm、下端偏3t）～116c11l、高さ2～（；川lまでのものがある。断面の形状は、全体につぶれた状態で検‡lはオt   

たため、扁平な台形状を＃する。またl哀画は、西側が短い曲線の畦畔で作られ、水何の大きさに規則性がない。   

東側は1牧の区画が水川域の半分程を占め、大きい区画となっている。   

（3）水l川面の状況  

水‖面は、1区画の小さいものが多く見られ、ほぼ平坦でlリI凸が少ない。その而には人の足跡や動物の蹄跡（形   

状より馬と思われる）などが数か所検山された。大きさは、人のもので川～25川、深さ2～8clllを測る。動物の   

ものははっきりした形状があまり見られず、測定できたものは径15～1（；c‖を測る。遺物は流れ込みと思j）れる須  

恵碧諸・二＝拙帯片などが（；点検糾された。また水旧而には他の而より窪みが少なく 、やや盛り上がり細長く筋状に  

見られる部分があり、その状況は他の区画にも数か所櫛認でき、部分的に経でつなぐと畦畔のように見ることも  

でき、ホい畦畔の痕跡とも考えられたが、いずれもわずかな痕跡をたどったのみの推定線で、上層断面にもその  

高まりを確認することは難しく、用途・性格を特定するには至らなかった。   

（‘1）水  口  

調査で検出した畦畔には、水口らしき特別な経み跡は検出されなかったが、巨1而と大差のない畦畔は水面下に   

没していたと考えられることから、水「＝こ水を引く方法として、標高の高い水【円から低い水川へ畦畔をオーバー   

フローさせる、かけ流しの方法が考えられた。また水利は、付近に宮川や神沢川などの河川からの取水浦等の検  

出はなく、上流域から酢漑川水として取水している可能性は残している。  
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畦畔計測表  N・S・lく・lVは方位を示す  水田址計測表  （）は検出長・検川面梢を示す  

畦畔   グリッド   上端幅   

番号  C川   ぐ川   S    W   

（D  Ⅰミー7   23   3！）    6  

②  A・Ii－7   32   60  u  6  

㊥  B－7   32   53  R こ）  6   

④  Ⅰト7・8   67      4  

A－10   24   5∩  6  Jl  

⑥  B－8・9   3‘1   7（）  ‘l  3  

⑦  C－10   30   5‘1  ‘l  6  

A－10・11   18   ⊥10  3  11   

㊥  A－13   28   60    Jl  

⑩  A－‖   ・川  3  ‘1   

⑪  B－1⊥l   32   63  2  3  

⑫  B－8   23   50  5  5   

⑩  B－9・10   25   50  2 5 

⑩  C－11   28  55  2  ‘1   

⑮  B－7   30   57  2  3   

⑯  Iミー7・8   17   50  3  2   

⑰  C－9   22   52  2  ・l  

水田 番号  而椚Ilf  北畦11l  摘畦nl  索畦Ill  酉魅111   

ロ  （55．22）  （10．0）  

2   1：i．3（；   2．6   ‘l．3  （‘i．2）  （5．9）   

3  （‖．50）  （3．3）  （5．7）  ‘暮．3   

Jl  （：与1．01）  7．7  （8．5）  （0．6）   

5   （8．12）  （5．（1）  （5．8）  2．5   

6   （り．31）  ト霊．5）  （5．‘l）  

27．11   5．0   6．2   7．7   ′霊．9   

8  （16．18）  （2．6）  （4．・l）  6．2   

9   12．52  （▲1．3）  （5．0）  （5．0）  2．5   

10  （5．右1）  （2．6）  （5．3）   

田  （6．：‡3）  （1．6）  （7．8）  

12  （9．23）  （7．‘l）  （1．6）  

13  （117．72）  （G．8）  （4．7）  （19．3）   

（2号水‖の形状は台形、7号は方形、9号は不定形を呈  

す。他は部分的な検出のため形状は不明。）  

3．その他の遺構   

X－1（第10・13・トl図、図版（り   

位 置 調査区の西側   

方 向 長軸方向 N－350－Iミ  

形 状 南西から北東に長い長方形を与与す。  

規 模 径3．8×1．2m、確認而からの探さ20～38c‖を測る。  

備 考 確認面で損褐色土掛こ焼二卜と退物が含まれた鶴岡が確認され、住居址の可能性が考えられたが、追柄確  

認が進むにしたがって焼上部分は確認耐のみで覆土中にはあまり含まれず、遣物片だけが検川された。  

また確認面でみられた柱穴と思われる火も調査が進むにつれて付近に残る弟の抜根跡であることがわ  

かった。さらに完掘した状態が緋長い二1：坑附こなり、底耐こ小穴が多く検＝されたが、これも新しい土  

層で埋まっていることや付近に見られる耕作跡（ウド・ゴボウ栽培跡）と推測され、住居址等の遺構に  

はならなかった。  

遺 物 確認而や覆土巾より須恵岩謹パ・、土師捏の鮒・1・や坪明‾など121点を検出した。形状が残るものはいずれも6  

世紀前半のものと思われる。   

×t2（第10・13・‖図、図版6）   

位 置 調査区の西側   

方 向 長軸方向 N－‘13つ－Iミ   

形 状 南西から北東に長い柄lリ形を呈す。  
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規 模 径1．8Ill、幅1．0～1．3Ill、確認而からの深さ12～36cmを測る。  

備 考 確認面で遺物の分布が見られ、その範囲にべルトを設定し追捕碓認を行ったところ、中央部分に楕円状  

の穴が見られ、南西と北東部分は浅く現代の耕作土痕が入ってカクランされていた。また埋土も砂礫の  

堆税がラミナ状に見られる部分があり、底部は砂層中の鉄分の凝縮によって赤褐色に変化して堅くなっ  

ていた。砂礫の椎職状況や形状から流水によってできた穴か、倒木跡などが考えられたが、明確にする  

ことはできなかった。  

遺 物 確認面や砂礫層上に6世紀前半の土師損小型建片（恥2・3）・杯片（Nn′1）や須恵器片など28点を検出し  

た。  

萩原III遺跡出土遺物観察表  註：法肌①I二1径②胴部最大搭③器高を川で寂し、（）は班†′偵、【】は推定構を示す。  

番ぢ  出土位置  器形（種）  法  泉   （D助士②焼成③也調Q）残存   器 形・製 作 技 法 の 特 徴   

①（12．6）②  
丸く琴曲したil郎からやや外用する頚部を持ち、口綾部でさ  

X－2  ／ト型瑳  
2  

①軽了r・輝ホ 闊璃 ⑳良好（馴郎   らに外野して開く。外面口緑椰構位のヘラナヂ、郡～肩部にか  

裡土  （土師）  ［23．8］③（6． 0）               YR6／6 ④口～頸部l／3残   けて2層の粘土を施し指ナデ補強。内面口～頚部構偉のへラ  
ナヂ   

根やかに珂曲した元了椰から頚部でi如こ立ち上がりII綾部でや  

X－2  小型建   
3  

①（10．6）（診  
覆土  （ニ1：師）  ［15．2］⑨（7．  ラナデ。外面肩～胴部にかけてヘラ調整。内面軒梢i斜位のヘラ  

0）   
ナヂ。   

丸底と思われ、休部は口辺部との填で稜を持つ。【：】辺郡はやや  
X－2  

4  

（D（1l．8）③  

坤（土師）   （・1．5）   YIミ6／8④し】～休部1／5残  内増して口緑郡でわずかに外反する。外面口緑部構位のヘラ  
一店  

ナデ。底部ヘラ削り。内面口～休部栖職のヘラナデ。   
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VlIま と め  

前橋市の南東部に位置する新井町に新井大川関ⅠⅠ追跡、二之宮町に萩原111遺跡がある。その距離は、250111郎で   

神沢川と宮川・荒鶴川などの侵食によって形成された舌状台地にある。両道跡ともAs－Ⅰミ軽石下に水田耕土面や水   

田址を検出している。  

新井大川関ⅠⅠ追跡については、追跡東側の一段低い（約1．3111）部分が神沢川のお樺となっている。遺跡からは   

黒色粘質二1二の耕土を確認したが、畦畔は検出されていない。耕土而は低地部が半分柑を占めている。この面から   

人や馬の踏跡が検～．Iほれているが平坦な面が′トさく、この部分が水汀I址かは定かではない。この低地部は北側か   

ら南側へ広がりをもって続くと規われることから、南下するに従って平成8・9咋度の群馬県埋蔵文化財調査部   

業団の調査で検出された、北から柄への傾斜を持つ幅15111枠の開桝谷の存在とつながり、さらに水田耕土が碓認   

された9世紀代の水‖別二や、東西に走る畔が甜…認された12世紀代の水‖址などに続くものと思われる。  

調査区の中央付近から西側にかけて昭利51叩から55年にかけての圃場燕備工事で削平され、As－Ⅰミ軽石層や黒  

色土の耕土が確認できなくなり、遺構は近世の研が検出されている他、調査区中央から低地部の西側の縁辺部に  

沿って平安時代・む姉時代の満が検出されている。いずれも南北に走行を持ち、上記享l‡業団で検川した満と同じ  

く台地縁辺部に位階することから、縁辺部を辿る消で、低地部や下流の水田に導水する役目をはたしたものと思   

われる。   

萩原Ill追跡は、調査区の東側にAs一円軽石下水‖址が検出され、西側は水川の跡がなくなりローム面へ移行して  

いる。その範囲には、古墳時代綾川の迫物片や桃士分布などが見られ、住居域であったことがうかがえるが、州   

地耕作などで削平され住居址の検川はなかった。   

両道跡とも侵食から逃れた狭い微高地部分に立地しており、周辺の微高地部分に見られる荒砥島原遺跡や荒鵬  

宮川追跡など弥生時代後期から継続する伝統無落と同じ台地上の南に位関することから、本追跡川辺に同時州の  

集落が存在していた可能性が考えられる。また調杏区で検州された水‖址も時期と抑こ低地部から微高地へ耕地  

拡大が進められ、関川が行われていたことがうかがわれる。  

参 考 文 献   

内堀追跡群ⅠⅤ 川別  前橋市棚蔵文化財発掘綱査団  

荒砥青柳Il追跡1995  〃  

小原遺跡群lV1995  〃  

中原遺跡一刑II・Ⅴ・Vl11996  前栖市埋蔵文化財発掘調査l引  

宮地弓叩l追跡1997 前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

六供下堂木Il遺跡1997  前橋市棚蔵文化財発掘調査団  

荒砥前原追跡・赤石城址1985  群馬県教育委f＝l会 財団決人群罵県埋蔵文化財調査難業団  

下触牛伏追跡 1985  財団法人耶馬県埋蔵文化財調査事業用  

二之官イ・足追跡 1992  建設省 群馬異教育委員会 （肘）群馬県埋蔵文化財調査難業用  

地域をつなぐ未来へつなぐと武国道Jさl！成文化財発掴22年の軌跡  

群馬異教芳香月会 財用法人群馬り，ミ桝撒文化財調査部業団  

大八木水川追跡 197！） 高崎市教育委員会  

芦田員戸追跡lI 19甜  高崎市教育委員会  

日高追跡 1982  報告苔第5刃き 群馬県教育委員会 （財）群馬県椰戯文化財調査書！礫団  

同道遺跡 1983  財団法人肝罵り，り彗！蔵文化財調査事業団  
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二1／ゝ一・一  

2  

第13図謝査区西側平面臥Ⅹ－2出土遺物実測図   



b’  

X－1 士別注記  
1 黒褐色土層 粘性  
2 暗褐色土層 粘性  
3 にぷい黄褐色土層  
・t にぷい茹褐色二l二屑  

締まりややあり 焼二l二拉と白色軽了i粒を含む  

締渡りややあり 焼土粒をわずかに含み軽才f拉を含む  

粘性・締まりなく ソフトロームを含む  
ソフトり－ムを含む  

j＿ 76．40m  

X－1禰壁 土層注記  
1灰掲色土屑 現耕作土  
2 灰褐色土屑 粘性なく・締まりあり ソフトlJ－ムをわずかに含み小礫と柁石粒を含む  
3 灰褐色土屑 2層よりソフトロームが少ない 小冊と揮わ粒を含む  
・l灰典褐色二l二間 粘作・締まりなく ソフトロームを含みわナか‘こ小轢を含む  

X－2   

旦＿ 76．00m  d’  j＿ 76．00爪  

琴誘  
X－2 土層注記  
1 異相色」：層 邪推・締まりややあり 白色軽イi拉とAs・li軽石を含む  
2：盟補色二l：屑 粘件・締まりなく 中火に細砂と轢をラミナ状に含む  
3 にぷい赤褐色砂礫捏き ¢5～2月mの稚をラミナ状に含む 全体‘こ鉄分の凝締  

が見られ酸化している  

f－   j＿ 76．70爪  

永日から【】一人への移行部・北壁断面 二I：脚注記  

1灰褐色土怜子 現排作土  

2 灰褐色上層 粘性・締まりややあり・粍石粒と小礫を含む  
3；毀褐色上桝 粘性・締まりややあり As・Ii軽了iと白色柱石舘と期  

也二1二をわずかに含む  

1褐色土層 粘性・締まりなく 2屑とAs・1i軽パを含む  
5 黒褐色二1二屑 As・B軽石と白色軽才丁拉と黒色土をわずかに含む  
l；にぷt・一路褐色土敵手 粘性・締まりなく ソフトり一人と【tI色軽石i柁  

を含む  
7 にぷい黄褐色土屑 ソフトローム屑  

水111からロームへの移行部・再騰断面 ニl二屑注記  

1 灰褐色土胴 呪耕作土  
2 灰褐色土貯き 枇牲・締まりややあり 手引i持と小稚を含む  

3 灰褐色土屑 粘性なく・細注りややあり  
邦色二1ニを含む  

八s・I！軽才了と3腔き、軽了て拉を含む  
八s・li軽才iを多く含み損色二l：をわずかに含む  

八s－t‡托丁二了と白色軽才了粒をわずかに含む  

白色軽石を多く含む  
白色軽riとわずかに小蹄を含む  

As・l‡軽了r層  

踵補色土屑  
黄褐色土屑  
燕褐色土㍍  
暗褐色上層  

灰褐色土層  

．
1
5
6
7
日
9
川
 
 

にぷい典褐色粘貿二l：層 軽了i拉をオ）ずかに含む 水性り－ムを含む  

0  1／40  2爪  

第141営IX－1・X－2、水川闇、らロームヘの移行部断面実測図  
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写 真 図 版  

新井大田問ⅠⅠ遺跡 1～3  

萩 原ⅠⅠⅠ遺 跡 4～6   



図版l  

調査区全景（東より）  

As－B軽石堆横状況（柄より）  

圃場塵肺二Ⅰ二郎の機械痕（南より）   As－B軽石層梢査後耕土而   



図版2  

鵬他部全景（何より）  低地印南壁セクション  

鵬の踏跡検川状況  人の足跡検出状況  
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As－1＝隠れ下剤二t二面遣物川二仁状況  W－1全駅（北より）  

lV－1地物～ti土状況  lV－2全嶽（南より）   



図版3  
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追捕確認トレンチ全景（西より）  ⅥJ－3全寮（北より）  

追捕確認トレンチl勺湧水状況（東より）  遺構確認トレンチ内遺物州土状況  

作業風景  調光区梢雪状況（束より）  

ヽ′   

－－ ・ヽ‥∵1 ・瀬‘、■∴：■  
W－1出土遣物  Ⅰ）－16グリッド州＝」：遭雪勿   As一日軽ホ下川二1二而i圧上道物  



調査区全寮（東より）  調査区全寮（西より）  

調査前現況（西より）  基本土屑 東壁側（西より）  

As－Ii軽石下水円址全景（東より）  As－B軽石下水田址全寮（西より）   



図版5  

人の足跡検出状況  偶の踏跡検出状況  

As－Iミ軽打卜水田両道物出土状況  畦畔検川状況セクション（柄壁）  

畦畔検出状況セクション（両壁）  古い畦畔と思われる痕跡（右側）  
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作業風景  水川域とローム域の移行墳（面壁）   



図版6  

Ⅹ－2迫物的土状況  X－1・2範囲全景（北より）   

X－2完楯状況（北より）  X－1完掘状況（北より）  

X－1山ニヒ逝物  遺構確認トレンチ全屠  

4  

X－2出二1二迫物   X－2出土遺物  X－2出土遺物  
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